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ジオメディアとは

位置情報にスコープした、メディア全般。携帯
電話などのGPS機能が充実してきたことから、自
分の現在地を記録するなどライフログ的な使い
方（foursquare、ロケタッチ）から、移動距離をポイ
ント等にみたてゲームを行う（コロプラ）などの利
用方法がある。
今回は前者の現在地情報を利用したサービ
スについて扱う。



foursquare
イマ自分がどこにいるのかを登録
（チェックイン）するサービスです。場
所がなければ自分で登録すること
ができ、また最もチェックインしている
人はMayorになれます。ちなみに自
分よりも多くというか、一定期間で
チェックインが多い方がMayorになる
ので、あまりチェックインしていないと
Mayorを奪われたりします。
あと、特定の条件でチェックインを
行うとバッジをもらうことが出来ます。
バッジは色々な種類があるのです
が、公式でこういう種類があるとは
発表されていないので、どんなバッ
ジがあるのか全容はよく分からな
かったりします。



はてなココ
はてなココは、はてなダイアリーな
どを運営しているはてなが始めたジ
オメディアです。国内勢ではユー
ザー数ナンバーワンとどこかで見か
けましたが、今でもナンバーワンな
のかな？
機能的には4sqと同じような機能
で、イマココ（チェックイン）するとコイ
ンがもらえたりします。イマココすると
きに写真を貼り付けたり出来るのは
便利ですね。あと、mixiと連携するこ
とも出来るようです。



ランブリン
ランブリンは、関心空間を運営し
ている関心空間が運営しているジ
オメディアです。こちらも機能的には
4sqと同じような感じですが、ツイッ
ターありきのサービスでツイッターク
ライアントとしても機能します。
ジオメディアとしての機能は他と変
わりませんが、4sqでのMayorとは異
なりファンバッジという仕組みになっ
ており、ビジター・リピーター・サポー
ターという3段階で場所について
バッジが与えられます。ビジターはそ
の場所に初めてチェックインしたとき
に与えられ、リピーターは日をまたい
で複数回チェックインしたときに与え
られます。そして、サポーターはその
場所（お店）のオーナーさんから与
えられる特別なバッジになります。



ロケタッチ
ロケタッチは、ポータルサイトなん
かを運営しているライブドアが始め
たジオメディアです。最初はWebイン
タフェースしかなかったけど、iPhone
向けのアプリなんかも出てきて使い
勝手が向上しましたね。それよりも
何よりも、インタフェースが日本語で
あることが、自分にとっては一番安
心しますね。
ロケタッチと4sqの違いってなんだ
ろうって思ったのですが、正直機能
的なものはほとんど同じだと言って
間違いないです。ただ、4sqで言うと
ころのバッジ、ロケタッチではシール
と呼んでいますが、このシールの仕
組みが面白いと思いました。



バッジvsシール

実は4sqは最初こそバッジがどんどん増えていくので
面白いのですが、途中からは簡単にバッジが増えな
い仕組みになっているのですね。というか、単純にたく
さんチェックインしているとかだけじゃダメで特定の場所
とかバッジをもらえるシチュエーションが限定されてしまう
のです。
それに対して、ロケタッチのシールはシールの種類が
圧倒的に多いことと、同一種類のシールを何枚でもも
らえるのですよね。この同一種類のシールがたくさんも
らえるというのは、ロケタッチにはまる人にとっては非常
に意味があるインセンティブだと思います。



バッジ



シール



バッジvsシール

これは完全にロケタッチが4sqの欠点を補った実装に
なっていると言えるでしょうね。ちなみに、「おいせさん」
とか「きんしゃち」なんかはある特定の場所というか地
域でゲットできるシールです。
このシールが何をするともらえるのかハッキリしていな
いことが、ゲーム的な感覚を引き起こしてはまる人が
多いのだと思います。ちなみにぎんのタッチは43枚も
発行されていて、推測ですが何回かタッチするともらえ
るんだろうねー。



結論

現時点ではロケタッチが一番楽しいですね。企業コ
ラボシールにも取り組んでいるみたいで、よりゲーム感
覚が強くなりそうです。ロケタッチって他のジオメディアに
比べると圧倒的にゲーム感覚が強いんですよね、
ゲーム感覚というかワクワクするジオメディアって感じな
んです。なんか、シールがひらがなとカタカナだけとか、
なんかファミコン時代のドラクエっぽいじゃないですか。
そういう点も含めて、自分にはまっているのかなぁ、とか
思いました。

http://blog.tou.ch/archives/1552491.html
http://blog.tou.ch/archives/1552491.html


でも、いや、しかし、、、



シールを集めても

シールが集まっても実利がない。ユーザー数が増え
れば価値が出てくるかもしれないけど、現時点では完
全なる自己満足の世界。
また、ジオメディアはそれぞれソーシャルグラフ的な機
能を持っているけど、そのあたりの活用が微妙、、、。
つまり、シールをたくさん持ってるとすごいんだぞ！
的な、競争心を煽るような仕組みが必要。シール枚
数に応じて、サイト内で権限を与えるなど（foursquareに
はあるみたい）。



直接的な利益を

それでも、リアルの世界での利益に繋がっている訳
じゃない。位置情報というリアルでの動きを、ジオメディ
アというバーチャルな世界に持ってくるだけでなく、再
度リアルでの価値に戻すことが重要。

foursquare等では企業が販促として利用できる機能
があるが、日本では来年1月の本格参入以降の話に
なりそう。
日本ではランブリンが積極的に利用者に利益を還
元する取り組みを行っているが、ランブリン自体の利
用者が少なすぎて、、、。



じゃあ、
俺がなんか作るか。



来年春頃に、
リリースするかもね


